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第1章　 序 論

余 は長管 骨 の 代表 として胎 生 期 並び に 発育

期の家 兎 大腿 骨 骨髄 血管 の発 育過 程 につ い て

第 一 ・二編 に 報告 した.然 るに成 熟 家 兎下腿

骨は其 の上 半 の み脛 骨,腓 骨 の 別 を有す る も,

下半 は両 者 全 く融 合 し,頗 る特 徴 の あ る形態

を有 す る事 は衆 知 の事 で あ り,そ の骨髄 血管

の発 育過程 に於 て も大 腿 骨 に 見 られ ざ る特 殊

性 の 多 多あ るは推 察 し得 る所 で あ る.か かる

故 を以 て余 は 大腿 骨 に 引続 き家 兎下 腿 骨 骨髄

血管 の発生 学 的検 索 を行 い,聊 か興 味 あ る所

見 を得 た ので茲 に 報 告す る.

下腿 骨 骨髄 血 管 に 関 してはLexer27)(1903), 

Anseroff1)(1934)の 人類, Drinker, Drinker 

a. Lund10)(1922),中 島(静)33)(1928)の 犬,

橋本17)(1936)の 家 兎,当 教 室 大 藤35)(1953)

の マウス,片 山25)(1954)の 哺乳類(犬,猫,

家兎),鳥 類,両 棲類,爬 虫類等可成 りの研究

がある.然 し乍 ら下腿 骨の形態ば動物の種類

に よつて甚だ相違あ り,従 つ て骨髄血管の走

行に関 して も当然可成 りの相違 が存す る.従

つ て余が第一 ・二編に於 て述べた如 き長管骨

骨髄血管発生の一般論は さてお き,家 兎下腿

骨 骨髄血管の特殊性に於 ける発生学的意義を

論ずるに 当 りては,家 兎以外の成熟動物の下

腿 骨骨髄血管 と比較す るのは 当を得ない.

而 して家兎下腿骨 骨髄血管に関す る文献は

甚だ少 く,主 な るものでは まず橋本17)が成熟

家兎について詳細 なる組織学的検索を行い,

下腿骨下半部の血管特に静脈主幹の複雑性を

述べ,又 当教室片山25)が透明標本並びに レヂ
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ン注 入に よる血管鋳 型の作製に より,成 熟家

兎下腿骨 骨髄 血管の複雑性並びに個体差の著

明に存 する事を指摘 してい る位の ものであろ

う.

更に又該下腿骨並びにその骨髄血管発生の

研先に 至つては橋 本18)(1940)の 他 見 るべき.

ものは殆んどない.即 ち彼は家兎下腿骨発生

の始めは脛,腓 両骨の軟骨原 基 は夫夫独立的

に存在 し,発 育の進 むにつれ,両 骨 の下半部

の融合を来す事を認め,之 に よつて骨髄血管

の複雑性の生ず る所以を論 じてい る.然 し乍

ら橋 本の所見は専ら組織学的検索であ り,血

管の走行,分 岐様式等の特 殊性を論ず るには

未だ補足すべ き点の少 くない事は既に第一 ・

二編に述べた如 くである.

第2章　 研究材料及び研究方法

研究材料.　第一編に於 て使用 した所の胎生

15日 よ り胎生28日 迄の108匹 の家兎胎児,

並びに第二編に於 て使用 した所の生後1日 よ

り生後60日 迄の69匹 の幼若家兎その もの の下

腿 骨を利用 した.

研究方法.　専 ら生体二重色素血管注入に よ

るスパルテホルツ式透 明標本に より,一 部は

ヘマ トキシ リン ・エ オヂン複染色を施せ る連

続切片標本に よ り,尚 一 部 はResin注 入に

よる骨髄血管の鋳型に よ り検索 した.而 して

之等の作製方法は既に第一 ・二編に記述せ る

を以て総 て省略す る.

第3章　 自 家 所 見

骨髄 内動静脈末梢の分布様式,或 はその口

径等の発生学的推移の如 く,長 管骨に共通の

所見ば既に第一 ・二編大腿骨 の項に記述 した

ので,重 複を避け るため努めて之を省略 し,

専ら特異性の著 しき骨髄主幹血管 の発生学的

推移につ いて記述す る.又 下腿骨 骨髄血管は

個体差著 しき為,上 記骨髄主幹血管 の発生学

的推移を説明す るに必要な個体差に就いて も

簡 単に之を記述す る.尚 検査動物の発育程度,

身長,体 重等は第一 ・二編に使用せ ると同一

の家兎を使用 しているので省略す る.

Ⅰ　胎生15日

後肢の将 来 脛,腓 骨の出現部位に相 当し軟

骨原基を認む.該 脛,腓 両骨の軟骨原基は夫

夫独立的存在を為 し,原 基を形成せ る細胞は

未熟 な前軟骨細胞 の性状を持 ち,中 央部は胞

体が 大で比較的疎に集 り,周 辺部に到 るにつ

れ胞 体の少い細胞が密集 して取巻 き,原 基全

体の形状が棍棒状を呈 してい る事は大腿骨同

様である.勿 論原始骨髄 腔の形成は認められ

ない.

Ⅱ　胎生18日

軟骨原基の発達は脛,腓 両原基共に著明に

して軟骨細胞は静止 層,柱 状層,膨 化層が明

瞭に区分 さる.但 し柱状層の柱状排列は稍稍

不明瞭である.両 原基の外表面には数層に重

積せ る軟骨膜 を認め,両 原基の中央部に於 て

は軟骨膜下に血管 メゼンヒム組織発達 し,膨

化 層に向い軽度に彎入 してい るが,軟 骨外化

骨は未だ認め られ ない.

透明標本に於ては両骨共 に軟骨膜下の殆ん

ど全表面は微細な血管網に よつて覆われてい

る.脛,腓 両骨の間隙の稍後方を下行する膕

動脈は途中よ り前脛骨動脈 と腓 骨動脈の二血

管に分れ,夫 夫両骨間隙の前及び後方を下行

しているが,該 膕,前 脛骨,腓 骨の三動脈の

随所 よ り微細なる枝を分岐 し,上 記軟骨膜下

血管網に移行 している.而 して此 の期の大腿

骨に認め るが如 き原始栄養動脈に未だ認めら

れない.

Ⅲ　胎生19日(挿 図第1図 参照)(写 真第

1図)

脛,腓 両原基の中央 部に於 て軟骨外化骨開

始 され膨化層に向つて軽度に轡入 し,此 の部

の血管 メゼンヒム組織の発達は著明である.

尚脛骨の一部の標本に於 ては骨梁間隙を通つ

て進入せ る血管 メゼン ヒム組織 によ り原始骨

髄腔の形成が見られ る.

透明標本の所見は挿図第1図 の(1)に 示す

如 く,軟 骨膜下(中 央部では骨膜 下)血 管網

よく発達 し,同 時に脛,腓 両骨共に大腿骨に

於 て認めた如 き原始栄養動脈を認む.該 動脈

は大腿骨の所見 同様に垂直下行部 と横走部 と
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挿図 第1図 胎 生19日 家 兎 下 腿 骨 血管 系

(1) 右下腿骨(前 面) (2) 右脛骨中央部(外 側面) (3) 下腿骨原始栄養動脉の分岐様式

略 字 説 明
Tib. 脛 骨 Fib. 腓 骨 A. pop. 膕 動 脈

A. per. 腓骨動脈 A. t. a. 前脛骨動脈

1. 脛骨骨体部原始栄養動脈垂直下行部

2. 仝 上　 前 横 走 部

3. 仝 上　 後 横 走 部

4. 腓骨骨体部原始栄養動脈垂直下行部

5. 仝 上　 前 横 走 部

6. 仝 上　 後 横 走 部

7. (軟)骨 膜下血管網

8. 原始骨髄内血管網

が判別 され,横 走部は新生骨梁間隙を走 り,

途中随所よ り上 ・下方に分枝を出し,之 等分

枝の末梢は次第に浅層に出て,骨 膜 下血管網

に移行 してい るが,大 腿骨 と異な り図の如 く

脛,腓 両骨の原始栄養 動脈は共に横走部を骨

の前後に認め,前 横走部は骨の前壁 の骨梁間

隙を,後 横走部は後壁の骨梁間隙を走つてい

る.而 して前 ・後両横走部及び之等 より分岐

して上 ・下方に向 う分枝の発育程度について

は個体差を著明に認 める.

次に原始骨髄腔 を形成せ る標本に於ては挿

図第1図 の(2)に 示す如 く,脛 骨原始栄養動

脈の前 ・後両横 走部及 びその末梢の随所 よ り

微細な枝を深部に出 し,該 分枝 は原始骨髄腔

に達す ると急 に拡大 し,互 に吻合 して血管網

を形成す る.

尚脛,腓 両骨の原始栄養動脈は何れ も脛,

腓両骨の間隙を下行す る膕 動脈,前 脛骨動脈,

腓骨動脈の何れかに源を発 してい るが,そ の

分岐様式は挿図第1図 の(3)に 示す如 く6型

あ り,そ の中B・Cが 多数であ り, D・Eは

甚だ稀である.

Ⅳ　 胎生20日

軟骨外化骨は可成 りに発達 し,脛 骨の原始

骨髄が高度に拡張す るのみならず,腓 骨に於

ても原始骨髄 の生成が認め られ る.脛 腓両骨

の下半部は稍稍 接近す るも,両 者の骨膜の間

には多少の間隙がある.次 に透明標本所見を

み るに,脛 骨の原始栄養動脈 の前後両横走部,

及びそれ よ り分岐せ る上 ・下行枝の随所 よ り

深部へ進入 し,原 始骨髄に達せ る分枝は胎生

19日 以上に良 く発達 している.即 ち前後両横



588　 大 枝 亘

走部の木幹 より深部へ進入 した分枝は原始骨

髄に達 する と,夫夫 上 ・下行 の二枝に分れ,

両骨端方向に向 うにつれて漸次拡大 し血管網

に移行 してい る.但 し同期の大腿骨に於 ける

所見の如き分岐状態は明 らか でない.前 後両

横走部の末梢,即 ち軟骨外化 骨に よる新生骨

梁間隙を通 り上 ・下方に向い次第に浅層に出

る所の上 ・下行枝は途中よ り深部へ枝を分岐

し,之 又原始骨髄内血管網に移行 してい る.

腓骨に於て も前後両横走部及びその末梢 よ り

深部へ枝を出 し,原 始骨髄腔内血管網を形成

してい る.尚 脛,腓 両骨下半部 の接近せ る部

分 に於て も他の部同様骨膜下血管網は よ く発

達 していて,然 か も脛,腓 両骨膜下血管網は

互 に連 絡 してい る.

Ⅴ 胎生21日(挿 図第2図 参照)

原始骨髄腔は益益 拡大 し,特 に脛骨では骨

全 長の中央1/3を 占め るに至 る.脛,腓 両骨

の下半部に於ては両者の骨膜が接着す る.

挿図 第2図 胎生21日 家兎下腿骨血管系

(1) 右下腿骨骨体中央部動脉系(後面) (2) 右脛骨骨体 中央部動脉系(外側面)

略 字 説 明

Tib. 脛 骨 Fib. 腓 骨

1. 脛骨骨体部栄養動脈

2. 仝 上　 前横走部

3. 仝 上　 後横走部

4. 腓骨骨体部栄養動脈5. 脛骨前上行動脈枝

6. 脛骨後上行動脈枝7. 脛骨前下行動脈枝

8. 脛骨後下行動脈枝9. 腓骨上行動脈枝

10. 腓骨下行動脈枝11. 骨膜下血管網

前期迄軟骨外化骨に よ り新生 された骨梁の

間隙を通つ ていた原始栄養 動脈は此の期にな

る と直接骨髄 内へ進入 し,従 つて栄養動脈 と

称 し得べ き事は此 の期の大腿骨 と同様で ある.

脛骨骨体部動脈系は挿図第2図 に示す如 く

にして,脛 骨栄養動脈は骨髄内進入後,前 後

の二横走部に分れ,次 いで之等の横走部 よ り

夫 夫上 ・下行動脈枝を分岐 してい る.而 して

余は爾後の説明の便宜上之等を夫夫 前上 ・下

行動旅枝,後 上 ・下行動脈枝 と名付 く.之 等

4群 の上 ・下行動脈枝は夫夫 箒状に分岐を重

ね乍 ら遠近両骨端に向い,そ の様相は大腿骨

と同様である.而 して之等4群 には発育の差

が著明であ り,個 体差を認む　 即ち挿図第2

図の(1)は 前上行 動脈枝及び後下行動脈枝は

良 く発育 してい るが,残 余の2群 は微細で,

殆んど骨梁を通 り骨膜下へ移行 している.又

挿図第2図 の(2)は 前上行動脈枝及び後上 ・

下行動脈枝が よ く発育 し,前 下行動脈枝は微

弱であ る.脛 骨骨

体部骨髄内の上 ・

下行動脈枝は斯様

に個体差が著明で

あ るが,一 般に上

行 動脈枝は前 ・後

或は両者に よ り,

下行動脈枝は後下

行 動脈枝 よりなつ

てい る事が多い.

 脛骨骨体部栄養

動脈は骨髄腔内進

入後,先 ず前 ・後

横走部に分 れるの

で あるが,標 本に

よつ ては栄養管内

を下行す る途中で

既に前後の2部 に

分岐 してい る場合

も認 められ る.尚

後横走部は外上方

よ り内下方へ斜走

せ る場合が多い.
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腓骨に於ては胎生19日 では脛骨同様に原始

栄養動脈に前後2横 走部を認めたが,此 の期

になると後横走 部は 骨髄 腔に進 入す る事な

く,次 第に萎縮 し,前 横走部のみ骨髄腔へ進

入し,之 よ り上 ・下行動脈枝を分岐す る.而

して上 ・下行動脈枝の分岐状態 は脛骨のそれ

に比較 し遙かに劣 り,特 に上行動脈枝は非常

に微弱であ り,骨 端の軟骨層に近接す る迄は

殆んどの標本で1本 のみであ り,軟 骨層に近

接して始めて分岐 し,骨 膜下 よ り進入す る微

細な動脈の助 けを得て軟骨層に達 している.

脛,腓 両骨々 体部静脈系は大腿骨同様であ

り,栄 養動脈に随伴す る栄養静脈 の発達は不

充分であ る.

脛骨近位骨端部には前〓間窩 より微弱な軟

骨管の進入を認む.

Ⅵ　 胎生23日(写 真第2図)

脛,腓 両骨 骨体部骨髄腔は更 に高度に進展

し,内 軟骨性化骨 も開始 され る.尚 脛骨 骨体

部中央に骨髄性細胞の生成を認 める.脛,腓

両骨体部の下半は殆ん ど接着 し,骨 梁表面は

一部に於 て融合 してい る.

脛骨骨体部栄養動脈の後横走部は殆んど総

て外上方 よ り内下方へ斜走 し,骨 髄の中央に

て2～3本 の下行動脈枝に分れ,脛 骨骨体部

動脈の主幹 をなす.前 横走部は下行動脈枝を

分岐する事稀に して斜走を認めず.

腓骨骨体部栄養動脈の分枝は脛骨のそれに

比 し遙かに劣 り,特 に上行 動脈枝は胎生21日

同様に途 中骨梁を貫いて骨膜下へ移行す る枝

を分岐す る以外は分岐を営む事極めて稀にし

て,時 には メタフィーゼ部 に達す る枝は全 く

な く,別 に脛,腓 両骨体の癒着部 よ り上方に

て腓 骨内側 よ り進入す る微細な動脈性血管が

腓骨の遊離骨体部骨髄内を上行 し,メ タフィ

ーゼ部に達 してい る事 もあ る.

尚脛,腓 両骨体部栄養動脈の上 ・下行動脈

枝 の最初の数回の分岐点の間隔が延長 して く

る事は大腿骨同様である.

静脈 系は未だ主幹静脈竇の形成は認め られ

ないが,脛 骨に於 ては栄養動脈の上 を随伴 し

て骨皮質を貫通す る栄養静脈を認め る.

骨端部に於ては脛骨近位端前課 間窩 よ り進

入す る軟骨管以外に遠位端に於て も内 ・外側

より進入す る軟骨管を認め る.

Ⅶ　 胎生25日(挿 図第3図 参照)(写 真第

3・4図)

脛,腓 両骨体部下半 の骨皮質は完全に融合

す る.腓 骨は於 ても融合部の比較的中央部近

くに於 て骨髄性細胞の生成を認めるも,融 合

部 よ り上方の骨髄腔は軟骨外化骨に よ り新生

された骨梁によ り狭め られ甚だ狭隘である.

脛,腓 両骨体部動脈系は挿図第3図 の(1)

に示す如 く上 ・下行動脈枝の中枢附近は分岐

間隔延長 し,下 行動脈枝は平行動脈の形態を

とる.

挿図 第3図 胎生25日 家兎下腿骨血管系 略 字 説 明

Tib. 脛 骨 Fib. 腓 骨

1. 脛骨骨体部栄養動脈

2. 脛骨前上行動脈枝

3. 脛骨前下行動脈枝

4. 脛骨後下行動脈枝

5. 腓骨骨体部栄養動脈

6. 腓骨上行動脈枝

7. 腓骨下行動脈枝

8. 脛骨骨体部栄養靜脈

9. 腓骨骨体部栄養靜脈

10. 副栄養靜脈

11. 脛骨骨体部骨髄 内靜脈竇網

12. 腓骨骨体部骨髄 内靜脈竇網

13. 前二者 を連絡せる靜脈性血管

(1) 右側骨体中央 部動脉系(前 面) (2) 仝 靜脉系(前 面)
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図示せ る脛骨の上 ・下行動脈枝は前上 ・下

行及び後下行動脈枝の発達せ る例に して,前

下行動脈枝の斯様に発達せ る例は甚だ稀であ

る.腓 骨の栄養動脈は図の如 く癒着部 より進

入 し,下 行動脈枝は脛骨の動脈同様に よく発

達す るも,上 行動脈枝は甚だ繊弱である.

脛,腓 両骨体部 静脈系は挿図第3図 の(2)

に示す如 く,縦 に長い大静脈網を形成し,未

だ主幹 ・末梢の区別は認め られない.尚 腓 骨

の静脈系に於て脛,腓 両骨癒着部 よ り進入す

る栄養動脈に随伴 して骨髄 内に入 る静脈性血

管は認め るが,甚 だ微細に して,他 の部 の骨

梁を貫いて骨膜下血管網 と連絡せ る血管 との

差別が認められず,む しろ癒 着 部 の僅 か 下

方,腓 骨外側にて骨梁を貫通す る内腔の大な

る1本 の静脈性血管を認め,該 血管は成熟時

橋本17)の記述せ る副栄養静脈に相 当するもの

で,余 も爾後の説明の便宜上副栄養静脈 と名

付 く.

静脈系は動脈系に比 し,骨 梁を貫いて骨膜

下血管網 と連絡せ る血管は甚だ多数に認め ら

れ,尚 脛,腓 両骨体部骨髄の静脈竇 は癒着部

骨梁間隙の静脈 を通 じて盛んに吻合が認め ら

れ る,

脛骨近位端 前〓間窩 よ り進入す る数条の軟

骨管は よ く発達 し,夫 夫数叉に分岐 してい る

他,後 課間窩 よ りも1～2条 の軟骨管の進入

を認め る.

Ⅷ　 胎生28日(写 真第5図)

骨体部骨髄腔内の骨髄性細胞の生成は高度

とな り,メ タフ ィーゼ部近 くに迄及ぶ.脛,

腓 両骨癒着部の骨梁は一部 に於て吸收 され,

両骨 骨髄 は相連絡す.透 明標本に於 ても該 部

に於 て両骨体部静脈系は可成 り太 き静脈管に

よ り互に連絡す.

脛骨近位端,脛,腓 両骨遠位端の軟骨管は

よ く発達 し,一 部軟骨管は大腿骨同様 にメタ

フ ィーゼ部に向 うも,未 だ該部 との連絡は認

め られない.腓 骨近位端に於て も内側 より1

～2条 の微細な軟骨管 の進入を認め る.

Ⅸ　 生 後1日(写 真第6図)

脛,腓 両骨の融合部 の骨梁は胎生末期以上

に吸收 され るも,尚 痕跡的に残存せ る骨梁に

より両骨の骨髄は識別 し得 る.而 して両骨骨

髄腔内静脈系は融合部骨髄を通 じて旺盛なる

連絡を認め る.一 方動脈系に於 ては両骨骨体

下半部骨髄 が共通 とな るに拘 らず,脛,腓 両

下行動脈枝は夫 夫別個に脛,腓 骨側骨髄 を下

行 し,遠 位 メタ フィーゼ部に於け る該両下行

動脈枝の分布範囲 も分離独立 してい る.然 し

一部の標本に於ては メタ フ ィーゼ部近 くに於

て,脛 骨下行動脈枝の一分枝は痕跡的に残存

せ る骨梁の間隙を通 り,腓 骨側骨髄 内に進入

し,腓 骨 遠 位 メタ フィーゼ部の 内 側 小 部 分

(即ち脛骨に近 き部)に 分布 して いる.

遠近両骨端の軟骨管は良 く発達 し,脛 骨近

位端軟骨管の一部の ものは脛骨 メタフィーゼ

部骨髄 と連 絡す.

Ⅹ　 生後3日

両骨骨体部に於 て主幹静脈竇 の形成を認む.

脛,腓 両骨の癒着部の上方に於 て脛骨栄養動

脈 と共に栄養孔を通 じて,外 側上方 より内側

下方へ斜に進入 した脛骨 骨体部栄養静脈は骨

髄 内に達すると直 ちに多数の分枝を出し,静

脈竇網を形成 してい るが,該 栄養静脈 より大

彎曲して上方に向 う枝 と,そ の儘骨髄中央を

下方に向 う枝は特に太 く,之 は成熟時に於け

る上行 ・下行主幹静脈竇 となるものである.

腓 骨骨体部に於 ても脛骨 と癒着せ る下半部

の腓 骨側骨髄 中央を下行す る可成 り太き下行

主幹静脈竇を認め,該 静脈管は両骨癒着部 よ

り腓骨栄養動脈 と共に進入する栄養静脈を受

け る外に,両 骨癒着部 の僅か下方,腓 骨外側

に存す る栄養孔を通 じて外側稍 稍下方 よ り内

側稍 稍上方へ進入す る太き静脈管,即 ち副栄

養静脈 と連絡す る.又 腓 骨下行主幹静脈竇 と

脛骨下行主幹静脈竇は太き静脈管に よ り連絡

してい る.

腓骨下行主幹静脈竇 は上記の如 く可成 り太

く独立の脈管を為せ るに対 し,遊 離せ る腓骨

上半部骨髄内を上行する上行主幹静脈竇 の発

達は不充分であ る.

脛骨近位端に骨端化骨核形成が開始 され,

脛,腓 両骨の遠位端の軟骨管の一部の ものは
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夫々遠位 メタフ ィーゼ部 骨髄 と連 絡 し てい

る.

ⅩΙ　生後5日(挿 図第4図 参照)(写 真第

7・8図)

脛,腓 両骨々体下半部の骨髄は殆んど 全く

共通 となるも,尚 所々に痕跡的に骨梁が残存

する.骨 体中央の骨髄に脂肪細胞を認め る.

両骨癒着部 の上方に於て外上方 よ り内下方

へ斜に骨皮質を貫き脛骨々髄 内へ進入す る所

の脛骨々体部栄養動脈,及 び両骨癒着部 よ り

下稍々内側方向へ進入す る腓 骨々体部栄養動

脈の骨髄 内分布様式は挿図第4図 の(1)に 示

す如 くに して,上 ・下行動脈枝に広狭2様 の

区別を生ず る事,太 き動脈枝は夫々メタフィ

ーゼ部 に達 し,そ の部で旺盛に分岐せ る事,

細き動脈枝は途中更に微細な細小動脈枝に分

岐 し,最 後は骨皮質或は静脈竇網へ移行 して

い る事等は,此 の期の大腿骨所見 と同様であ

る.尚 一部の標本に於 ては図示せ る如 く脛骨

下行動脈枝の一分枝は両骨融合部に痕跡的に

残存せ る骨梁間隙を通 り腓骨側骨髄に達 し,

腓骨側のメタ フィーゼ部にて旺盛に分岐 し,

本来の腓骨下行動脈枝は腓骨遠位 メタ フィー

ゼ部の外側方の一部分のみに分布す るに過ぎ

ない事がある.

挿図　第4図　 生後5日　 家兎下腿骨血管系

略 字 説 明

Tib.　脛 骨

Fib.　腓 骨

S.C.　骨皮質(緻 密質)

K.B.　融合 部に殘存せ る骨梁

1.　脛骨骨体部栄養動脈

2.　脛骨後上行動脈枝

3.　脛骨後下行動脈枝

4.　腓骨骨体 部栄養動脈

5.　腓骨上行動脈枝

6.　腓骨下行動脈枝

7.　腓骨遊離骨体部栄養動脈

8.　仝上,上 行動脈枝

9.　仝上,下 行動脈枝

10.　脛骨骨体部栄養靜脈

11.　脛骨上行主幹靜脈竇

12.　脛骨下行主幹靜脈竇

13.　腓骨骨体 部栄養靜脈

14.　腓骨上行主幹靜脈竇

15.　腓骨下行主幹靜脈竇

16.　副栄養靜脈

17.　(12)と(15)の 連絡血管

18.　集合竇

19.　靜脈竇綱

20.　メタフィーゼ靜脈

21.　貫通軟骨管内靜脈

(1)　右骨体部動脉系(後 面)　 (2)仝　 靜脉系(後 面)

腓骨上半の遊離骨体部 の動脈性血管の分布

様式は個体差甚 し く(此 の個体差については

生後10日 以後の項 と同様な るため,そ の項に

記す),挿 図第4図 の(1)に 示せ る例 は 両 骨

癒 着部 よ り進入せ る腓骨々体部栄養動脈 の上

行動脈枝は極めて微細に して直接 メタフィー
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ゼ部迄は達せず,腓 骨遊離骨体部には別に内

側方 より動脈性血管の進入が認められ る.該

動脈は胎生23日 の項に記述せ る如 く,胎 生期

既に存在を認め るも,胎 生期では甚だ微細で

あ り,此 の期以後は他 の部の上 ・下行動脈枝

の中で口径の厚 く主幹 と見做 され るもの と同

程度の口径を有し,余 は該動脈を爾後の説明

の便宜上腓骨遊離 骨 体 部 栄 養 動 脈 と名付け

た.此 の動脈は骨髄 進入後上 方に向い,腓 骨

近位 メタフ ィーゼ部にて 旺 盛 に分 岐 し てい

る.尚 該動脈 より1～2本 の微細な枝を下方

に分岐 し,之 は上述の腓骨骨体部栄養動脈の

微細 な上行動脈枝 と互に連 絡す る.

次に両骨 骨体部静脈系は挿図第4図 の(2)

に示す如 く,生 後3日 より出現 し始めた脛骨

上 ・下行主幹静脈竇,腓 骨下行主幹静脈竇,

及び之 ら主幹 よ り分岐せ る集合竇は良 く発達

しているが,腓 骨上行主幹 静脈竇 の発達は甚

だ不充分であ り,そ の上昇端は腓 骨近位 メタ

フ ィーゼ部内側 より進 入す るメタフィーゼ静

脈 と連絡す る.腓 骨上半遊離骨体部に於て,

腓 骨遊離骨体部栄養 静脈の存在は動脈同様に

不定であ り,存 在せ る場合に於て も動脈 と同

伴せ る事あ り,又 別個に進入せ る事あ り,そ

の様式に 就いて は個 体 差 が 甚 し.

脛骨上行主幹静脈竇は上行の途中内外二枝

に分れ,外 枝は脛骨近位 メタ フィーゼ部に達

す ると,脛 骨 外側 後 面の骨 壁に殆 ん ど密 着

し,此 の部に於て骨皮質を数条に分れて貫き

骨外に出る.

尚脛,腓 両下行主幹静脈竇間に太 き連絡を

認め る事,及 び両骨癒着部 よ り進入す る腓 骨

栄養静脈が極めて微細であるに反 し,腓 骨外

側 よ り進入す る副栄養静脈が極めて太い事は

生後3日 と同様である.又 主幹 静脈竇,集 合

竇 以外に不定型ではあ るが成熟時に認めれ る

如 き静脈竇網 を認め る事は大腿骨 と同様であ

る.

脛骨近位端化骨核の発達以外,腓 骨遠位端

に骨核出現 し,又 遠近両骨端部軟骨管 の一部

が メタ フィーゼ部 と連絡せ る事は生後3日 と

同様である.

ⅩⅡ 生 後10日 ～生 後60日(挿 図 第5図 参照)

(写 真 第9・10・11・12・13・14図)

生 後5日 に於 て既に脛,腓 ・両骨の骨体部

下半の骨髄 は殆んど共通 とな り,両 骨骨体部

栄養 動,静 脈並びにその分岐状態は一応成熟

時のそれに類似 し,該 骨髄 内動静脈個 個のた

どる生後10日 以後 の時期的変化は既に第二編

に記述した大腿骨の所見 と殆んど相違がない

為,之 を省略 し,唯 特記すべ き事 項のみ簡単

に一括 して茲に記 し,併 せ て生後10～60日 の

標本に認めた2～3の 個体差著明なる事項を

記述す る.

生後5日 に認めた骨体部骨髄 内脂肪細胞は

次第にその数を増加 し,生 後30日 以後特に骨

体下半部骨髄 に豊富であ る.

生後5日 に腓 骨遠位端に化骨核の出現を認

めたが,生 後10日 には脛骨遠位端化骨核の出

現を認め,両 化骨核は発育に従 い漸次拡大す

るが,生 後60日 に到 るも両化骨核 の融 合 は

認め られない.脛 骨近位端化骨核 も益 益拡大

し,生 後10日 には骨髄性細胞 の生成 を認め,

又生 後15日 には腓骨近位端に,生 後30日 に

は脛骨近位端化骨核前方の脛骨粗面に相当す

る部に別個の化骨核の出現あ り,尚 後者の出

現 当初には該化骨核は脛骨近位端化骨核 と軟

骨管に よる連絡を認め る

脛,腓 両骨の遠近両メタフ ィーゼ部に分布

す る動脈は骨体部動脈末梢がその主流を占め

ている事は大腿骨同様 である.即 ち生後10日

には脛骨近位メタフィーゼ部外側後面,及 び

腓骨近位 メタフ ィー ゼ部 内外側 よ り進入す る

個有の メタフィーゼ動脈を認め,生 後15日 に

は脛骨近位 メタフィーゼ部内側,脛,腓 両骨

遠位 メタフ ィーゼ部内 ・外側にも可成 り太い

該動脈 の進入を認め,漸 次その数及び分布範

囲を拡大す るが,生 後60日 に到 るもメタフィ

ーゼ部 の主流を占め るのは骨体部動脈の末梢

で ある.

次に生後10日 ～60日 の標本に認められた2

～3の 個体差に就いて記述す.

脛骨骨体部栄養動脈は上 ・下行動脈枝に分

れ る前に先 ず前 ・後の2大 枝に分岐 し,下 行
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動脈枝は殆ん ど全て後枝に属す る事は胎生末

期以後同様であ るが,生 後10日 以後は主幹 と

見做され る太 き上行動脈枝は前枝或は後枝の

何れか一方に属 し,前 ・後両 上行動脈枝 共に

旺盛に発達す る事は甚だ稀である.而 して前

上行動脈枝 と後下行動脈枝の発 達せ る例に於

ては栄養動脈が骨皮質 を貫 く栄養管内で既に

該上 ・下行動脈枝に分岐 し,稀 には骨外に於

て分岐 し栄養管内を並行 して進入す る事 あ り,

又極めて稀に上 ・下行動脈枝共に後枝に属す

る場合に於て も栄養管内で二枝に分岐せ る事

がある.斯 様に脛骨栄養動脈 の分

岐様 式は既に主幹に於て複雑であ

るが,下 行動脈枝は殆んど全て後

枝に属せ る為,下 行動脈枝の中,

太 く主幹 と見做 され るものの中枢

に近 き部は,恒 に下行主幹静脈竇

の後方を下行 してい る.

次に脛,腓 両骨 骨体部骨髄 の下

半部は融合 してい るが,そ のメタ

フィーゼ部は痕跡的に残存せ る骨

梁に より両骨 メタフ ィーゼ部骨髄

の境は識別 し得 る.而 して此の両

骨の遠位メタフ ィーゼ部骨髄は夫

夫脛,腓 両下行動脈枝に よ り別個

に支配 され てい る.然 るに生後5

日の挿図第4図 の(1)或 は生後10

日の写真第9図 に示す如 く,一 部

の標本に於ては脛骨下行動脈枝の

一分枝が腓骨メタフ ィーゼ部骨髄

に到 り旺盛に分岐せ る事が ある.

か かる例に於ては本来の腓骨下行

動脈枝は腓骨メタフ ィーゼ部骨髄

の外側小部分 に 分 布 す るに 過 ぎ

ず,時 には腓骨下行動脈枝は極め

て細 くその末 梢の大部分は細小動

脈枝に移行 し,一 部分 は進入 した

脛骨下行動脈枝の末梢に連絡 し,

直接には軟骨盤に達 しない場合 も

ある.

次に脛,腓 両下行主幹静脈竇 も

挿図第5図 の(1)に 示す如 く種 種

なる異型あ り.即 ち腓骨外側 よ り進入す る副

栄養静脈進入部位の 上・下部に於け る脛,腓

両下行主幹静脈竇の融合の状 態に より,図 の

如き種種 の形態を示すが,一 般に発育の進む

につれC・D型 が多 く,従 つて腓骨下行主幹

静脈竇が漸次消退 し,下 腿骨下半部は脛骨下

行主幹静脈竇が その主流を 占む るに到 る傾向

がある事が うかがわれる.但 し生後45日 の標

本に於 てもA型 が認め られ る.尚 副栄養静脈

の進入方向は一般に外下方 よ り内上 方に向 う

が,全 く反対の場合 も認め られる.

挿図 第5図 生後10～60日 家兎下腿骨血管系

(1) 骨体中央部靜脉主幹走行様式

(2) 腓 骨,遊離 骨 体部 動脈走行様式

略 字 説 明

1. 脛骨骨体部栄養靜脈　 2. 脛骨上行主幹靜脈竇

3. 脛骨下行主幹靜脈竇　 4. 腓骨骨体部栄養靜脈

5. 腓骨上行主幹靜脈竇　 6. 腓骨下行主幹靜脈竇

7. 副栄養靜脈　 8. 腓骨骨体部栄養動脈

9. 腓骨上行動脈枝　 10. 腓骨下行動脈枝

11. 腓骨遊離骨体部栄養動脈
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次に腓骨上半の遊離骨体部に於け る動脈系

には挿図第5図 の(2)に 示す如 き3型 が認め

られ る.即 ちA型 では癒 着部 より進 人す る腓

骨 骨体部栄養動脈の上行動脈枝が直接近位 メ

タ フィー ゼ部に迄達 している.B型 は該上行

動脈枝は甚だ微細に して メタ フィーゼ部に迄

到達せず,メ タフ ィー ゼ部は別個の腓骨遊離

骨体部栄養動脈 の 太 き上 行 枝に よ り支配 さ

れ,該 遊離骨体部栄養動脈 より分岐 する微細

な下 行枝は前記の癒着部 よ り進入す る腓骨 骨

体部栄養動脈の微細な 上行 動 脈 枝 と連 絡 す

る.C型 はB型 同様に腓骨遊離骨体部栄養動

脈が存在す るも,癒 着部 より進入す る腓骨骨

体部栄養動脈の上行動脈枝はB型 以上に微細

であ り,分 岐部 も栄養動 脈 が 骨 皮 質 を 貫 く

前,或 は骨皮質内で分岐 し,走 行部位 も腓骨

内側面の骨膜下或は骨梁間隙を走 り,遊 離骨

体部栄養動脈 との連絡は認め られない.而 し

てC及 びB型 の腓骨遊離骨体の中,癒 着部の

直上部は骨髄腔は甚だ狭隘に して,特 にC型

に於ては骨梁間隙の様 相を呈 している.

第4章　 総括並びに考按

家兎胎児並びに幼若家兎の下腿骨 骨髄血管,

特にその発生学的特殊性につ き検索 し,上 記

の如き所見 を認めたので茲に総括 し,大 腿骨

同様各項 目に就いて検討を試みる.

Ⅰ　下腿骨の発生並びに原始骨髄

成熟家兎 の下腿骨はその上半 のみ脛骨,腓

骨 の別を有す るも,下 半は両者全 く融合 し,

頗 る特 長ある形態を有する事は衆知の事であ

る.然 るに発生の始めは脛,腓 両骨の軟骨原

基は夫夫独立的に存在 し,発 育 の進むにつれ

は じめて両原基の下半部 の融合 を来 し,漸 次

両者の骨 髄 も共通の もの となる 事は 既 に橋

本18)も指摘せ る如 く余の所見に於て も同様で

ある

次に脛,腓 両骨体中央部に原始骨髄腔 の出

現す る胎生19～20日 の時期に於ては未だ両軟

骨原 基は独立 してお り,従 つて原始骨髄腔 も

両骨夫 夫別個に出現 し,そ の形成機 転は大腿

骨のそれ と異な らない.而 して 余が た腿骨の

原始骨髄 腔形成に重要 なる関係が有 りとして

指摘 した所の骨膜 下を走 る原 始 栄 養 動脈 は

脛 ・腓両骨 共に後述の如 く骨 の前後両面の骨

膜下を横走 し,該 動脈 よ り深部へ向い原始骨

髄腔内血管網へ達 してい る分枝の分岐点は,

骨の前 ・後面殆んど全周に亘つてい る.従 つ

て原始骨髄の形成には橋本18)の記述に反 して

動脈性血管 も等閑に附 し難 く,又 同時に原始

骨髄腔 出現 当初に於け る血管 メゼンヒム組織

の軟骨内進入部位の数はMaximow29)(1910), 

Dantschakoff7)(1909)の 所説に反 して,脛 ・

腓両骨共数ケ所宛認められ る事は大腿骨 より

も更に明瞭である.

Ⅱ　骨体部栄養動脈の発生

余は 大腿骨 に於 て原始骨髄腔 出現以前に既

に軟骨膜下を走 る原始栄養動脈 の存在を指摘

したが,下 腿骨に於て も脛 ・腓 両骨共に別個

に原始栄養動脈が存在 し,夫 夫垂直下行部,

横走 部に区分 し得 るも,大 腿骨 と異な り脛 ・

腓両原始栄養動 脈 の横走 部 は 前 後の2部 あ

り,夫 夫骨の前 ・後壁を横走 してい る.而 し

て原 始栄養動脈本幹が 直 接 骨髄 腔内 に 進入

し,栄 養動脈 と改称を要す る胎生21日 に於て

は,特 に脛骨栄養動脈では前後両横走部共に

骨髄 内へ進入 し,夫 夫上 ・下行動脈枝を分岐

してい る.但 し腓骨栄養動脈に於ては前横走

部 のみ直接骨髄腔内へ達 し,後 横走部は微細

とな り骨髄腔内への進入は認められない.従

つて橋本18)の家兎下腿骨に於ける,原 始骨髄

腔 出現当初には栄養動脈の明瞭な るものを証

明 し得ず,又 該動脈が骨髄 内へ進入す る初期

に於ては骨髄 内を直線的に走行 し,分 岐を欠

ぐとの記述は,余 の家兎下腿骨の所見に於て

は大腿骨同様に 肯定 し難 く,更 に下腿骨骨体

部動脈主幹の複雑性を招来す る所以の一端は

既に原始栄養動脈 の時期に存する事を知 り得

る.

次に栄養動脈 の骨膜下への進入部位は大腿

骨同様に変化がな く,進 入方向の時期的推移

については脛 ・腓 両骨骨体部栄養動脈は夫 夫

異つた態度を示す.脛 骨骨体部栄養動脈は原

始栄養動脈 の時期では垂直下行部 として現わ
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れ,即 ち骨の長軸 とのなす角度は零に近 く,

発育に従いこの角度は漸次増大 し,成 熟時橋

本17),片 山25)の 記 載せ る角度(10゜)に 近づ

く事は大腿骨の所 見 と同様で ある.然 るに腓

骨骨体部栄養動脈は腓骨骨体部中央内側稍 稍

近位寄 りに骨膜下へ進入 し,両 骨が癒着す る

以前は大体脛骨 骨体部栄養動脈 と同様の経過

をた どり,始 めは骨長軸に平行であ り,漸 次

内上方よ り外下方に向 うが,両 骨の癒着直後

は該栄養動脈は癒 着部 よ り進入 し,幾 分外側

(腓骨側)寄 りに骨長軸に平行 しつ つ下行 し,

生後に於ては幾分内側(脛 骨側)寄 りに下行

する.之 は腓骨の遊離上半部が癒着下半部 よ

りも発育悪 く,骨 の横径に於て も著明の差を

認める事に よる.此 の点橋本18)は発育期 の栄

養動脈の骨髄 内に進入す る方向は成熟動物に

於けるもの と根本的に殆んど異 る処な く,腓

骨栄養動脈は内上方 よ り外下方に向 うと述べ

ているが,之 は腓骨その もの の発生学的特殊

性に適合せざる所説 と云わねばな らない.

脛,腓 両骨体部栄養動脈は大腿骨のそれに

比 し,骨 髄 内進入部に於て既に斯様に複雑で

あるが,該 両動脈が膕 動脈,前 脛骨動脈或は

腓 骨動 脈 よ り分岐す る様 式 も挿 図 第1図 の

(3)に 示 した如 く複雑に して個体差を著明に

認め る.

Ⅲ　骨体部栄養動脈の骨髄内分岐及び走行

骨体部栄養動脈 の骨髄 内分岐様式に関 して

は橋本18)は家兎下腿 骨に於て骨髄内の主要動

脈の第1回 の分枝は上行 ・下行 の2枝 に分れ

るを特徴 とす と述べてい る.然 るに余 の下腿

骨特に脛骨 骨体部栄 養動脈は上述の如 く,骨

髄内進入後,前 後の2横 走部に分れ,次 いで

此の横走部 よ り夫 夫上 ・下行動脈枝を分岐 し

ていて,余 は之を夫 夫前上 ・下行動脈枝及び

後上・下行動脈枝 と名付けた.此 の4群 の上 ・

下行動脈枝は全 て平等に発育す る事は甚だ稀

に して,栄 養動脈本幹が直接骨髄 内に進入す

る胎生21日 に既に挿 図第2図 に示 した如 く,

発育に著明の差を認 める.而 して全発育期 を

通じ,上 行動脈枝は前,後 或は両者共,下 行

動脈枝は後枝が発達す る事多 く,一 方発育不

良の上 ・下行動脈枝は微細に して,骨 梁間隙

を通 り骨膜下へ移行 しているが,発 育 の進む

につれ漸次萎縮消失す る.尚 胎生期脛骨 骨体

部栄養動脈は骨皮質を貫 く栄養管 内で既に前

後の2横 走部に分岐せ る事あ り,特 に生後10

日以後,前 上行動脈枝 と後下行動脈枝が発達

せ る例に 於ては栄 養管内で既に該上 ・下行動

脈枝に分岐せ る所見を呈せ る事屡 屡あ り,時

には骨外で既に該2枝 に分岐せる事 もある.

但 し稀に上 ・下行動脈枝共に後枝に属せ る場

合 に於 ても栄養管内で2枝 に分岐せる事が あ

る.橋 本17),片 山25)が成熟家兎下腿骨に於て,

脛骨 骨体部栄養動脈は栄養管内で既に上 ・下

行動脈枝に分岐せ る事が可成 りに認 め られる

と述べているが,此 の所見は上記 の如 く該栄

養動脈 の発生学的特殊性に起因す るものであ

る.

脛骨骨体部栄養動脈の上 ・下行動脈枝の爾

後の分岐状態及 び発育過程 を追つての変化,

即ち胎生末期 より平行動脈の形態を とる事,

生後5日 以後 口径に広狭2様 の区別を生ずる

事,或 は細小動脈枝の発達等は大腿骨 と同様

であ る.尚 下行動脈枝は後枝に由来する事多

き故,そ の中枢附近の本幹は骨髄 中心を走 る

下行主幹静脈竇の後方を下行す る.又 上 ・下

行動脈枝が主幹静脈竇を纒絡す る像の認めら

れない事は大腿骨 と同様である.

次に腓骨 骨体部栄養動脈 は前横走部のみ骨

髄内に進入 し,脛 ・腓両骨下半部の癒着後は

その癒 着部 よ り下方へ進入す る事は既に前項

に於て記述 したが,そ の下行動脈枝の発達様

式は脛 骨下行動脈枝或は大腿骨のそれ と同様

である.脛 ・腓両骨髄下半部は共通 となつた

後に於て も,融 合部に痕跡的に残存せ る骨梁

に ょつて識別出来,脛 ・腓骨両下行動脈枝は

融合せ る骨髄 の夫骨内外側(脛 ・腓骨側)を

下行 し,別 個に脛 ・腓骨遠位 メタフ ィー ゼ部

に達 している.然 るに生後の自家所見の項に

述べ し如 く,一 部標本に於 て脛骨下行動脈枝

の一分枝は両骨融合部に痕跡的に残存せ る骨

梁間隙 を通 り腓骨側骨髄 に達 し,腓 骨側の メ

タフィーゼ部にて旺盛に分岐 し,本 来の腓骨
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下行動脈枝はメタフィー ゼ部の外側方の一 部

分のみ 分布す るに過ぎない事あ り,斯 る所見

は後述の腓骨 上半遊離骨体部動脈系或は下腿

骨下半部の主幹静脈竇 の所見 と共に,発 育に

従い下腿骨の主体をなすは脛骨に して,腓 骨

は僅かに附属的存 在を示すに過ぎな くなる事

を思推せ しめ るものであ る.

尚成熟家兎下腿骨に於 て片山25)の記 載せ る

脛,腓 両下行動脈枝の主幹が太 き係蹄を以て

連 絡せ る所見,或 は両者の主幹が融合 し,下

腿骨遠位端へ向 う主幹が一本 とな る如 き所 見

は生後60日 迄 の余の標本に於ては認め られな

かつた.

腓骨骨体部栄養動脈が直接骨髄内へ進入す

る胎生21日 既にその上行動脈枝は下行動脈枝

より発育甚だ劣 り,血 管 口径 も小 さ く,近 位

端に近づ く迄は殆んどその分岐 を欠 いでい る

が,爾 後の発育過程に於 ても,そ の発育甚だ不

良に して,時 には近位 メタフィー ゼ部に迄達

せず,代 りに両骨体の癒着部上方にて腓骨内

側 よ り進入す る動脈が メタフ ィーゼ部に達せ

る事が あ り,該 動脈は発育の始めには矢張 り

極 めて微細であ るが,生 後5日 以後他部の骨

髄 内上 ・下行動脈枝の主幹同様に可成 りの太

さにな るものであつて,余 は之を腓骨遊離骨

体部栄養動脈 と名付けた.腓 骨 骨体部栄養動

脈の上行動脈枝,及 び腓骨遊離骨体部栄養動

脈の走行様式に諸種 の型式あるは既に生後10

～60日 の 自家所見の項に述べた如 くであつて,

又 その何れが腓骨近位メタフィーゼ部 に達す

るにせ よ,メ タフ ィーゼ部に於け る分岐は脛

骨近位 メタフ ィゼ部に於け る骨体部動脈末梢

の分岐様式に比 し甚だ劣 勢で あ り,腓 骨は脛

骨の附属物に過 ぎざる事 を示す ものである.

Ⅳ　骨体部栄養静脈の発生並びに骨髄内静

脈系

胎 生期脛,腓 両骨体部骨髄 の静脈系は複雑

な る静脈竇網を形成 し,未 だ主幹 と末梢 との

判然た る区別を附 し難 き事,又 骨髄内静脈竇

網 の発生の始めは,骨 皮質の間隙を通 り該静

脈竇網 と骨膜下血管網 とを連絡せ る血管は甚

だ多 数であ るが,特 別の栄養静脈は認め られ

ない事等は大腿骨 と同様であ る.而 して脛骨

に於 ては胎生23日 に始 めて栄養動脈の上を随

伴 して骨梁を貫通す る脛骨骨体部栄養静脈を

認め,腓 骨に於 ては胎生25日 に脛,腓 両骨癒

着部 よ り進入す る腓骨骨体部栄養静脈を認め

るも,未 だ微細であ り,む しろ同期に癒 着部

の僅か下方,腓 骨外側に於 て骨梁を貫通す る

内腔 の大なる一本 の静脈管 を認め,該 血管を

成 熟 家 兎に於け る橋 本17)の 記述にな らい余

も又副栄養静脈 と名付け た.然 し該 副 栄 養

静脈は癒着部 より進入す る本来 の腓骨骨体部

栄養静脈に比 し,遙 かに広大で,発 育の経過

を追つた観察に よつて も此 の静脈が腓骨骨体

部骨髄 静脈系の主流をなす もの と考えらる.

脛,腓 両骨体部骨髄 内静脈竇網は胎生25日

以後両骨下半部 の融合に伴い骨梁間隙を通 り

盛 んに連絡が認め られ,胎 生末期には両骨骨

髄 も一部に於て連絡 され るに より,可 成 り太

い静脈管によ り広範囲に連絡 され る.而 して

生後3日 に脛 ・腓両骨の上行 ・下行主幹静脈

竇,集 合竇の形成が始 まるや,両 下行主幹静

脈竇は 太き脈管を以 て直接連絡す.又 腓骨外

側 より進入す る副栄養 静脈 も又腓骨下行主幹

静脈竇に直接連絡す.尚 腓骨上行主幹静脈竇

の発達は動脈同様甚だ不完全であ り,腓 骨遊

離骨体部栄養静脈の存在の有無 も又不定であ

る.

生後10日 以後下腿骨下半融合骨体部に於け

る静脈主幹の走行は 自家所見(挿 図第5図 の

(1))に 指摘せ る如 く種 種な る様 式あ り,発

育 と共に腓骨下行主幹静脈竇は脛骨下行主幹

静脈竇 に漸次融合す る傾向が うかがわれ るも

個体差甚 し く一言に して云云し難 い.

Ⅴ　 メタ フ ィー ゼ部 並 びに エ ピフ ィー ゼ部

血 管

下腿骨の遠近メタフ ィーゼ部には骨質を貫

いて骨髄 内へ進入す る動脈性 血管は全発育期

を通 じて多数に存す るも,胎 生期にはそれ ら

の血管は極めて微細で あ り,可 成 り太い個有

の メタフ ィーゼ動脈の進入を認め るのは生後

10～15日 以後であ り,然 か も該メタフィーゼ

動脈 もメタフ ィーゼ部 の外表近 くを分布し,
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全発育期を通 じて該 部の動脈系の主流を占め

るのは骨体部動脈の末梢であ る事は大腿骨 と

同様である.但 し腓骨近位 メタ フィー ゼ部に

於ては胎生期の腓骨骨 体部栄養動脈の上行動

脈枝或は腓骨遊離骨体部の内側 よ り進入す る

動脈性血管(腓 骨遊離骨体部栄養動脈 の前身)

等の腓骨近位メタフ ィーゼ部に於け る分布は

極めて劣勢であ り,メ タ フ ィーゼ部の骨皮質

を貫いて外部 よ り進入す る微細な動脈(メ タ

フ ィーゼ動脈の前身)に よ り補足 され,骨 体

部動脈末梢がメタフ ィーゼ部動脈 系の主流を

占め るとは一概 に云えないが,生 後5日 以後

は之等骨体部動脈の末梢 もメタフィーゼ部に

於て分岐 も旺 盛 とな り,口 径 も広 く該 メ タ

フィーゼ部の大部分を 占める様になる.又 生

後10～15日 後可成 り太い個有のメタフィーゼ

動脈の進入を認 め るのは他 のメタフ ィーゼ部

と同様である.而 して骨体部動脈末梢及び メ

タフィーゼ動脈 の分布様 式,動 静脈移行様式

等は全て大腿骨 と同様で ある.

メタフ ィー ゼ部骨髄 内静脈竇 と骨膜 下血管

網 との骨皮質貫通による連絡は大腿骨同様に

全発育期を通 じて甚だ旺盛であ り,成 熟家兎

下腿骨に於て橋本17),片 山25)が認めてい る所

の脛骨近位メタフ ィーゼ部後面外側 より進入

し,直 接脛骨上行主幹静脈竇 に移行するメタ

フィーゼ静脈は既に生後5日 には形成 されて

いる.又 該 メタフ ィーゼ静脈が骨皮質貫通に

際 し,数 条の静脈管に分れている事も橋本,

片山の所見 と同様である.

次に下腿骨遠近両骨端部に於け る軟骨管の

発生並びにその消長,軟 骨管 と化骨核及びエ

ピフィーゼ血管 との関係,エ ピフ ィーゼ血管

の化骨核内分岐様式等は全て大腿骨 と同様で

ある.

第5章　 結 語

余は胎生15日 以降の家兎胎児及び生後60日

迄の幼若家兎177匹 の下腿骨 について色素を

注入せ る透明標本,Resin注 入に よる血管 の

鋳型,及 び組織切片によ り骨髄血 管の発育過

程特に大腿骨 に比 し,下 腿骨の有す る特殊性

を研究 し,次 の成績を得た.

1.　 家兎下腿骨は発生の初めは脛,腓 両骨

は全 く独立分 離し,骨 髄腔 も別個 に発生 し,

該骨髄腔の発生機転及び骨髄内動,静 脈個個

の発育過程 の大要は大腿骨 のそれ と大差がな

い.

2. 発育 と共に両骨の下半は次第に密着 し,

遂に完全に融合 し,両 骨 骨体部骨髄 の下半 も

共通 とな り,之 に伴つ て骨髄 内動静脈 も複雑

な様相を呈す.

3.　 腓骨 骨体部上半 の動,静 脈の発育は極

めて悪 く,又 個体差 も甚 し く,腓 骨は脛骨の

附 属的存在に過ぎざ る事を推察せ しむ.

4.　 腓骨骨体部下半の動,静 脈に於て も,

種種個体差 あ り一概には論ぜ られぬが,骨 髄

の共通 となれ る後は漸次脛骨骨体部動静脈に

比 し劣勢 とな り,後 者に融合或は代償 され る

傾向を示す.

5. 家 兎下腿骨骨髄動,静 脈は大腿骨に比

し些か複雑な様相を呈 し,其 の複雑性の起因

す る所以の大半は上記の如 き脛 ・腓両骨の融

合,及 び腓骨が漸次脛骨の附 属的存在 とな る

事に存す るも,一 半は両骨 融 合 に 無 関 係 な

動.静 脈系個個 の有す る特殊性に よる.

擱筆するに当り御懇篤なる御指導と御校閲を忝う

せし恩師平木教授並びに大藤助教授に深甚の謝意を

表す.
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写 眞 説 明

第1図.　 胎生19日.下 腿骨骨体部.(透 明標本.)A. pop.膕 動脈. A. t. a.-前 脛骨動脈. A. per.-

腓骨動脈.1-脛 骨骨体部原始栄養動脈垂直下行部.2-仝 上前横走部.3-仝 上後横走部

4-腓 骨骨体部原始栄養動脈前横走部.5-骨 膜下血管網.

第2図.　 胎生23日.下 腿骨骨体上半部.(透 明標本.)1-脛 骨骨体部栄養動脈.2-脛 骨前上行動脈枝.

3-脛 骨後上行動脈枝.4-脛 骨後下行動脈枝.5-腓 骨骨体部栄養動脈.6-腓 骨上行

動脈枝.7-腓 骨下行動脈枝.

第3図.　 胎生25日.下 腿骨骨体中央部動脈系.(透 明標本.) 1-脛 骨骨体部栄養動脈.2-脛 骨前上行

動脈枝.3-脛 骨前下行動脈枝.4-脛 骨後下行動脈枝.5-腓 骨骨体部栄養動脈.6-

腓骨上行動脈枝.7-腓 骨下行動脈枝.

第4図.　 胎生25日.下 腿骨骨体中央部靜脈系.(透 明標本.)1-脛 骨骨体部栄養靜脈.2-腓 骨骨体部

栄養靜脈.3-副 栄養靜脈.
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第5図.　 胎生28日.下 腿骨骨体下半部.(透 明標本.)1-脛 骨下行動脈枝.2-腓 骨骨体部栄養動脈.

3-腓 骨上行動脈枝.4-腓 骨下行動脈枝 .5-脛 ・腓両骨体部骨髄 内靜脈竇網を連絡せ る

靜脈性血管.

第6図.　 生後1日.下 腿骨骨体 中央部靜脈 系.(透 明標本.)1-脛 骨骨体部栄養靜脈.2-腓 骨骨体部

栄養靜脈.3-副 栄養靜脈.

第7図.　 生後5日.下 腿骨骨体 中央 部.(透 明標本.)1脛 骨骨体部栄養動脈.2-脛 骨後上行動脈枝.

3-脛 骨後下行動脈枝.4-腓 骨骨体部栄養動脈.5-腓 骨上行動脈枝.6-腓 骨下行動

脈枝.7-脛 骨下行主幹靜脈竇.8-腓 骨下行主幹靜脈竇.9-副 栄養靜脈.

第8図.　 生後5日.下 腿骨骨体上半部.(透 明標本.) 1-脛 骨後上行動脈枝.2-腓 骨上行動脈枝.3

-腓 骨遊離骨体部栄養動脈.

第9図.　 生後10日.下 腿骨骨体下半 部.(透 明標本.)K. B.-融 合部に殘存せる骨梁.1-脛 骨下行動

脈枝.2-腓 骨下行動脈枝.

第10図.　 生後10日.腓 骨遊離骨体部.(透 明標本.)1-腓 骨遊離骨体部栄養動脈.2-メ タフィーゼ動

脈.

第11図.　 生後15日.下 腿骨骨体 中央部.(透 明標本.)1-脛 骨下行動脈枝.2-腓 骨下行動脈枝.3-

脛骨下行主幹 靜脈竇.4-腓 骨下行主幹靜脈竇.5-副 栄養靜脈.

第12図.　 生後45日.下 腿骨骨体 中央(稍稍 下半)部.(透 明標本.)1-脛 骨下行動脈枝.2-腓 骨下行

動脈枝.3-脛 骨下行主幹靜脈竇.

第13図.　 生後45日.下 腿骨骨体 中央部(透 明標本.)1-脛 骨下行動脈枝.2-腓 骨下行動脈枝.3-

脛骨下行主幹靜脈竇.4-腓 骨下行主幹靜脈竇.5-副 栄養靜脈(針 金を挿入)

第14図.　仝上　下腿骨全景(透 明標本.)副 栄養靜脈内に針金を挿入)

大 枝 論 文 附 図

第1図 第2図
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大 枝 論 文 附 図

第3図 第4図

第5図 第6図
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大 枝 論 文 附 図

第7図 第8図

第9図 第10図
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大 枝 論 文 附 図

第11図 第12図

第13図 第14図


